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第 2特築

能
楽
を
広
く
国
民
に
親
し
み
や
す
く
し
、
後
継
者
育

成
に
も
備
え
る
た
め
、
昭
和
五
八
年
九
月
、
国
立
能
楽

堂
は
開
場
し
ま
し
た
。

国
の
指
定
す
る
重
要
無
形
文
化
財
「
能
楽
」
を
古
典

伝
承
の
ま
ま
の
姿
で
保
存
・
公
開
す
る
趣
旨
の
も
と
、

毎
年
、
五

0
公
渡
程
度
が
自
主
制
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
曲
目
数
に
換
算
す
る
と
、
能
約
六

0
番
．
｀
狂
言

約
六
五
番
程
度
が
舞
台
に
か
け
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
年
間
を
通
し
て
の
計
画
性
が
重
視
さ
れ
、
名
曲
や

人
気
曲
の
単
な
る
繰
返
し
に
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
日
ご

ろ
上
演
機
会
の
少
な
い
曲
も
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
取
り

上
げ
ら
れ
、
能
約
二
四

0
番
、
狂
言
約
二
六

0
番
の
現

行
聞
の
大
半
が
、
二
五
年
間
に
上
演
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

能
染
に
は
シ
テ
方
、
ワ
キ
方
、
牒
子
方
、
狂
言
方
と

い
う
四
つ
の
役
が
あ
り
、
そ
れ
そ
れ
の
役
者
は
そ
の
専

門
分
野
の
役
の
み
を
担
当
し
ま
す
。
シ
テ
方
は
、
能
の

こ
か
た

主
役
で
あ
る
シ
テ
の
ほ
か
ツ
レ
や
子
方
、
謡
を
斉
唱
す

る
地
謡
、
後
見
な
ど
の
役
を
担
当
し
ま
す
。
ワ
キ
方

は
、
能
に
お
け
る
シ
テ
の
相
手
役
で
、
ワ
キ
、
ワ
キ
ッ

レ
な
ど
の
役
を
担
当
し
ま
す
。
囃
子
方
は
、
能
、
狂
言

つ
づ
み

に
お
い
て
笛
、
小
鼓
、
大
鼓
、
太
鼓
の
四
種
類
の
楽

器
を
演
奏
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
ご
と
に
笛
方
、
小
鼓

方
、
大
鼓
方
、
太
鼓
方
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
狂
言
方

は
、
能
に
お
い
て
は
ア
イ
（
閻
）
と
呼
ば
れ
る
役
を
担

当
し
、
狂
言
に
お
い
て
は
、
主
役
の
シ
テ
、
脇
役
の
ア

ド
な
ど
の
役
を
担
当
し
ま
す
。

出
演
者
の
選
定
に
関
し
て
は
、
全
国
規
模
を
視
野
に

人
れ
た
配
役
を
行
い
、
シ
テ
方
お
よ
び
三
役
（
ワ
キ

能
楽
の
保
存
と
振
興
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方
、
囃
子
方
、
狂
言
方
）
の
各
流
や
こ
れ
を
構
成
し
て

い
る
諸
家
を
大
局
的
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
合
し
、
個
々

の
渡
者
に
つ
い
て
も
曲
柄
に
相
応
し
い
人
選
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

公
横
種
目
は
定
例
公
演
お
よ
び
普
及
公
演
の
知
月
公

禎
と
、
そ
の
ほ
か
年
一
二
回
程
度
の
定
期
て
開
他
さ
れ
る

公
演
と
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

国
立
能
楽
堂
自
主
公
演
の
基
幹
を
な
す
の
は
《
定
例

公
演
》
で
、
何
月
平
日
に
二
回
、
能
一
番
・
狂
言
一
番

を
上
演
し
て
い
ま
す
。
選
曲
に
つ
い
て
は
、
能
と
狂
言

の
組
み
合
わ
せ
、
曲
柄
や
季
節
感
な
ど
も
勘
案
し
、
一

般
に
馴
染
み
の
あ
る
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
演
目
を
対
象

と
し
て
い
ま
す
。

毎
月
一
回
、
土
曜
日
に
は
《
普
及
公
演
》
が
上
演
さ

れ
て
い
ま
す
。
解
説
付
き
の
能
一
番
・
狂
言
一
番
か
ら

成
り
、
入
門
者
か
ら
愛
好
家
ま
で
、
よ
り
深
く
能
楽
を

理
解
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
に
向
け
て
企
画
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

《
狂
言
の
会
》
は
、
文
字
ど
お
り
狂
言
尽
く
し
の
会

で
、
原
則
、
狂
言
三
番
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立

能
楽
堂
に
お
け
る
狂
言
の
能
に
対
す
る
上
演
比
率
は
、

も
と
も
と
他
の
能
楽
堂
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
大
き
い
の

て
す
が
、
こ
の
催
し
は
普
段
、
能
の
陰
に
見
落
と
さ
れ

伝え

が
ち
な
狂
言
の
世
界
に
さ
ら
に
焦
点
を
当
て
、
中
抵
日

本
が
生
み
だ
し
た
〈
笑
い
の
文
学
〉
が
地
能
さ
れ
る
よ

う
意
図
さ
れ
た
も
の
で
す
。

《
特
別
公
派
》
は
、
能
二
番
、
狂
言
一
番
の
番
組
立

て
で
上
演
さ
れ
ま
す
。
定
例
公
演
や
普
及
公
演
の
能
一

番
で
は
物
足
り
な
い
、
存
分
に
能
の
世
界
を
味
わ
い
た

い
と
い
う
愛
好
者
た
ち
に
応
え
る
構
成
で
す
。

二
番
の
能
は
、
な
じ
み
深
い
名
曲
と
上
演
機
会
の
少

な
い
佳
品
の
組
み
合
わ
せ
、
も
し
く
は
時
間
の
都
合
に

よ
り
定
例
公
演
や
普
及
公
演
で
は
上
演
で
き
な
い
大
曲

の
取
り
合
わ
せ
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
出
演
者
に

か
ん
ぜ
ほ
う
し
ょ
う
こ
ん
ば
る

つ
い
て
も
、
シ
テ
方
五
流
（
観
枇
・
宝
生
・
金
春
・

こ
ん
「
i
.9

さ

た

金
剛
・
喜
多
）
の
中
か
ら
異
流
の
競
演
を
原
則
と
し
て

お
り
、
普
段
各
々
の
流
儀
の
能
楽
堂
で
は
見
ら
れ
な
い

多
彩
な
舞
台
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
客
の
多
様
な
関
心
に
こ
た
え
る
た
め
、
あ
ら
か
じ

め
企
画
意
図
を
鮮
明
に
打
ち
出
し
て
公
演
内
容
や
対
象

*
1
後
見
聞
油
と
同
．
に
作
り
物
が
必
要
な
嶋
合
は
、
揺
台
に
巡

ひ
出
し
て
据
え
置
き
、
耕
台
上
で
は
役
者
の
後
に
拉
え
、
小
迫
乳
を

渡
し
た
り
．
装
束
を
直
し
た
り
す
る
。
ま
た
万
i
シ
テ
が
事
故
で
f
f
l

れ
た
場
合
は
｀
代
わ
っ
て
鉾
台
を
務
め
る
。
舞
台
の
円
沿
な
進
行
を

担
う
た
め
、
シ
テ
と
同
舒
以
上
の
実
力
が
あ
る
油
者
か
担
当
す
る
。

*
2
ア
イ
（
間
）
能
の
中
て
狂
言
役
が
登
楊
人
物
の
一
人
と
し
て

油
し
る
役
。
中
人
の
あ
る
北
で
前
シ
テ
が
退
掲
し
た
後
に
星
人
・
従

者
な
ど
の
役
で
捻
蜀
し
、
シ
テ
に
関
す
る
物
品
を
語
っ
た
り
（
柄
り

四
、
請
役
と
と
も
に
登
拗
し
て
筋
の
展
肌
に
加
わ
っ
た
り
（
ア
シ

ラ
イ
間
）
な
ど
の
役
割
を
持
つ
。

伝
統
芸
能
の
公
開
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字幕表示による環境整備
国立能楽堂は 25年間、能楽の保存・振

興を図るため、このように多彩な公演事業

を重ねてきました。おかげさまで毎月催し

ている公演は切符が手に入り難いほど好評

で多くの能楽ファンにご来場いただいてい

ます。しかし、使われている言葉が難解で

あることや、演技上の約束事がよく判らな

いなどの理由により、新しいお客様に敬遠

され、客層は固定し広がらない傾向があり

ます。能楽堂としては、若いお客様に能楽

の魅力をもっと感じていただき、親しんで

いただきたいと痛感しています。

一方、平成 15年、小泉首相によって提

唱された「ビジット・ジャパン・キャンペー

ン」を積板的に進める上で、外固人の方々

にもわが国の伝統芸能を分かりやすく発信

してゆく努力をしなければなリません。

このような 2つの課題を同時に解決するには、個々の

お客様がご自身で選択できる多チャンネル機能を備えた字

幕を設置することが最良の方法であると考えました。

専門家の意見をふまえ能楽関係者とも協議し、能舞台の

特殊な舞台構造を充分考慮した結果、前座席の背に 1人 1

台設置（最前列は椅子袖に収納）する巳本で初めてのパー

ソナルタイプの字幕システムの適入となりました。

平成 18年 10月31日に国立劇場開場 40周年を記念

して、在日各国大使ご夫妻をはじめ大使館アタッシェおよ

びフォーリン・プレスセンターの外国人報道関係者、国土

交通省総合政策局とビジット・ジャパン・キャンペーン事

務局をはじめ国内外の関係者約 600人を招待した「国立

能楽堂座席字幕披露公演」が観世流宗家観世清和の「土蜘

蛛」により開催されました。 11月17日定例公演以降の

原則としてすべての自主公演で、日本語・英語2つのチャ

ンネル方式で字幕表示を実施しています。

宇幕装置はパーソナルタイプですから、お客様一人ひと

りが使用されるか否かをお決めいただくことができます。

ご使用の場合はスイッチの切リ替え一つで、日本語チャン

ネル、英語チャンネルのいずれかをお選びいただけます。

現在は 4チャンネルあるうち 2つのチャンネルを利用し

ていますが、将来は残リ 2つのチャンネルも活用する予

定です。

字幕などの助けがないほうが、能楽の真髄を昧わうこと
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ができるというご意見のお客様もいらっしゃると思いま

す。個別に選択できることで，そのような方にもご迷惑を

おかけしないように、また、能楽独特の雰囲気を保つよう

配慮させていただいています。

字幕表示の内容については、これまでに寄せられた「英

語による表示も含め、不要なものはないか、その適切性に

細心の注意を払ってもらいたい」、あるいは「今後は詞章

を映すだけでなく、特に鑑賞教室などで、現代語に訳した

チャンネルを設ける試みに期待する」というご意見を考慮

し、舞台演技をいっそう理解しやすくすることが字幕表示

の本旨であるという原点に立ち返って、その鑑賞を妨げな

いよう簡潔な内容を的確なタイミングで表示することに努

めています。ただし、英文については、台詞・詞章の平易

な訳文に限定しておリ、初心者に過度の情報・知識を与

え、かえって理解しにくくなることのないよう配慮してい

ます。

さらに、中高校生の観客層が多い《能楽鑑賞教室》では、

従来の詞章の表示を残しつつ、日本語チャンネルでの解説

に平易な表現を用いたり、解説の分量を増やしたりするこ

とにより、また、小学生高学年から中学生の多い〈夏休み

親子のための狂言の会〉および〈夏休み親子のための能楽

公演〉では、詞章の代わりに、現代語訳のこどもチャンネ

ルを新たに導入し、 3チャンネルで表示し、観客層に合わ

せた字幕装置のきめ細かい活用が図られています。

いパVW霞

日本芸術文｛
く使用

を
絞
り
込
む
の
が
《
企
画
公
演
》
で
す
。
国
立
能
楽
堂

の
自
他
を
問
わ
ず
、
過
去
の
新
作
゜
復
曲
作
品
を
再
演

し
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
洗
練
さ
せ
る
催
し
の
ほ
か
、
演

剥
人
の
群
読
に
よ
り
詞
章
の
美
し
さ
と
農
か
さ
を
再
眩

識
す
る
試
み
、
夏
の
風
物
と
し
て
素
謡
と
袴
狂
言
。

ま

ん

ど

ら

＊
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袴
能
を
味
わ
う
タ
ベ
、
曼
陀
羅
絵
解
き
に
よ
る
作
品
理

解
の
促
進
、
さ
ら
に
は
ろ
う
そ
く
の
灯
り
に
よ
る
演
能

な
ど
、
能
楽
の
も
つ
表
現
様
式
か
ら
客
席
の
演
出
効
果

に
至
る
ま
で
、
そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
実
に
多
彩
で
す
。

花
や
茶
、
そ
し
て
香
道
な
ど
、
能
楽
と
と
も
に
中
抵
に

発
達
し
た
精
神
文
化
と
の
併
演
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
一
六
年
七
月
に
女
性
能
楽
師
二
二
名
が

「
重
要
無
形
文
化
財
能
楽
指
定
団
体
・
日
本
能
楽
会
会

員
」
に
認
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
一
八
年
度
か

ら
女
佐
能
楽
師
に
よ
る
公
演
が
復
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

《
特
別
企
画
公
演
》
の
主
軸
は
何
よ
り
も
、
能
楽
の

廃
絶
曲
を
一
か
ら
復
曲
し
、
あ
る
い
は
新
作
を
舞
台
化

す
る
試
み
に
あ
り
、
そ
の
流
れ
は
国
立
能
楽
堂
の
開
設

準
備
時
代
に
お
け
る
《
研
究
公
演
》
の
基
本
理
念
に
ま

で
さ
か
の
ほ
り
ま
す
。
学
誡
者
等
の
復
曲
作
業
に
よ
る

研
究
公
演
や
、
現
代
作
家
等
の

新
作
公
演
は
、
そ
の
い
ず
れ
も

が
長
い
歳
月
を
か
け
て
構
想
を

温
め
、
あ
る
い
は
綿
密
に
検
討

し
、
台
本
の
驚
備
、
演
出
の
確

立
そ
し
て
十
分
な
稽
古
を
童
ね

て
創
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
て
す
。

近
年
で
は
、
一
九
七
五
年
以

来
三

0
年
間
、
今
な
お
連
載
が

続
く
少
女
没
両
の
大
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
『
ガ
ラ
ス
の
仮
面
』
の
中

で
、
至
高
の
液
削
・
幻
の
名
作

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
劇
中
剥

を
能
に
仕
立
て
上
げ
た
新
作
能

「
紅
天
女
」
や
、
中
世
の
説
話

集
『
宇
治
拾
遣
物
語
』
の
中
か

ら
「
夢
買
ふ
人
の
事
」
と
い
う

話
を
元
に
、
夢
合
せ
に
立
身
出

世
を
予
言
さ
れ
た
太
郎
の
君

と
、
そ
の
夢
を
買
っ
た
家
来
の

吉
備
真
俯
の
そ
の
後
の
頗
末
を

綴
っ
た
新
作
狂
言
「
夢
て
ふ
も
の
は
」
が
発
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
六

0
年
，
平
成
一
一
年
に
上
演
さ
れ
た

黒
川
能
の
秘
曲
公
開
も
、
特
爺
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

す
。
黒
川
能
は
山
形
の
雪
国
に
四

0
0
年
の
歴
史
を
も

つ
農
民
能
で
、
幕
府
の
式
楽
な
ど
と
し
て
洗
練
さ
れ
て

き
た
現
行
五
流
に
対
し
、
そ
の
廃
絶
曲
を
伝
承
し
続
け

て
き
た
国
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
す
。
こ
う
し
た

能
楽
の
古
態
や
源
流
を
示
唆
す
る
歴
史
的
お
よ
び
技
法

的
な
価
値
の
公
開
も
重
要
な
仕
事
で
す
。

《
能
楽
鑑
賞
教
室
》
は
、
主
と
し
て
中
高
校
生
へ
の

普
及
を
目
的
と
し
、
開
場
翌
年
か
ら
毎
夏
開
楷
さ
れ
て

い
ま
す
。
曲
目
は
能
，
狂
言
そ
れ
ぞ
れ
代
衷
的
作
品
が

一
番
ず
つ
、
学
校
の
教
科
書
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
な
じ
み
深
い
典
拠
か
ら
選
ぱ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
上
演
前
に
入
門
者
に
同
け
た
解
説
か
施
さ
れ
、

若
手
能
楽
師
が
舞
台
か
ら
学
生
た
ち
に
語
り
か
け
る
形

式
は
観
客
と
の
親
近
感
を
深
め
、
学
生
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ら
れ
て
共
感
を
得
て
い
ま
す
。

ま
た
、
小
学
生
高
学
年
か
ら
中
学
生
た
ち
を
主
な
対

象
と
し
た
〈
夏
休
み
親
子
の
た
め
の
能
楽
公
演
〉
と
幼

少
年
期
か
ら
伝
統
芸
能
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
、
〈
夏
休
み
親
子
の
た
め
の
狂
言
の
会
〉
が
学
校
の

夏
休
み
期
間
中
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

*
3
案
謡
面
全
て
翠
甚
る
ま
ま
謡
う
。
翌
ナ
方
は
出
油
し
な

‘, 
し＊

↓
店
狂
言
袴
能
謡
役
と
も
扮
装
せ
ず
に
裕
姿
で
袖
し
召
盛

区
で
装
束
の
使
川
が
困
器
な
時
に
行
わ
礼
召

*
5
晏
陀
躍
穂
解
き
能
に
関
述
す
る
と
こ
ろ
で
は
｀
当
府
酋
羅

（
能
「
当
麻
」
）
や
辛
闘
蒻
洸
（
能
属
知
必
」
）
な
と
、
信
仰
世

界
の
布
故
の
た
め
園
像
化
し
た
倍
星
を
振
げ
て
、
そ
の
絵
柑
を
澁

説
す
る
こ
と
。
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第2特集

後
継
者
の
育
成

能
楽
の
伝
承
者
養
成
に
つ
い
て
の
試
み
は
、
古
く
は

明
治
時
代
中
・
後
期
に
さ
か
の
ほ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
三
役
（
ワ
キ
方
、
囃
子
方
、
狂
言
方
）
の
存

続
に
つ
い
て
は
、
戦
前
，
戦
後
に
至
っ
て
も
不
安
定
な

状
況
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
能
楽
師
や
能
楽
愛
好
者
等

の
助
力
に
よ
り
、
昭
和
二
九
年
、
東
京
に
能
楽
三
役
養

成
会
が
発
足
、
昭
和
三
九
年
に
は
京
都
能
楽
養
成
会
お

よ
び
大
阪
能
楽
養
成
会
も
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
過
去
の
経
緯
を
ふ
ま
え
、
能
楽
三
役
に
な
る
た
め
の

基
礎
，
専
門
教
育
は
能
楽
の
公
開
と
と
も
に
国
立
能
楽

堂
の
根
幹
を
な
す
事
業
と
し
て
準
僻
が
進
め
ら
れ
た
の

で
す
。研

修
制
度
は
、
昭
和
五
九
年
七
月
よ
り
第
一
期
の
新

人
研
修
を
開
始
し
，
現
在
、
第
七
期
ま
で
の
一
―
―
-
1
名
が

研
修
を
修
了
、
う
ち
二
五
名
が
能
楽
師
と
し
て
活
躍
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
第
八
期
生
四
名
が
研
修
中
で
す
。

中
学
校
卒
業
以
上
二
三
歳
ま
で
の
者
を
応
募
資
格
と

伝伝

＇芸能

副都心線開通前夜祭一~幽玄なる祝い一一

し
、
研
修
期
ご
と
に
養
成
の
必
要
な
役
方
・
流
儀
を
対

象
と
し
て
広
く
一
般
か
ら
人
材
を
募
っ
て
い
ま
す
。
お

よ
そ
三
年
お
き
に
一
般

公
募
し
、
国
立
能
楽
堂

で
簡
単
な
実
技
試
験
と

面
接
の
選
考
試
験
お
よ

び
健
康
診
断
を
し
ま

す
。
研
修
関
始
後
八
か

月
以
内
に
適
性
審
査
を

経
て
専
攻
を
決
定
し
、

役
方
別
に
構
成
さ
れ
た

受
講
科
日
を
脱
修
し
、

四
半
期
ご
と
に
稽
古
会

や
能
楽
研
鑽
会
等
の
発

表
会
の
実
演
を
重
ね
．

一
曲
の
能
・
狂
言
を
涼

じ
ら
れ
る
ま
で
に
な
り

ま
す
。研

修
内
容
は
、
三
役

そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
実
技

以
外
に
副
実
技
（
謡
、

型
、
囃
子
〈
笛
・
小

鼓
・
大
鼓
・
太
鼓
〉
）
、

講
義
（
基
礎
諮
座
•
原

典
講
読
・
能
楽
史
・
技

法
綸
等
）
、
公
演
見

学
、
楽
屋
実
習
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
技
講
師
は
中
堅

層
を
中
心
と
し
た
能
楽

師
か
ら
選
ば
れ
、
講
義

野村万作主任稲師の指導のもと 研修を受ける第8期生

平
成
一
七
年
度
か
ら
は
．
新
た
に
研
究
課
程
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
研
修
修
了
生
や
こ
れ
と
同
等
以

上
の
能
楽
師
子
弟
が
技
芸
向
上
を
図
る
た
め
に
開
始
さ

れ
た
も
の
で
、
シ
テ
方
も
含
め
た
研
究
生
が
専
攻
科
目

や
副
科
の
弾
力
的
な
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
研
究
生

は
現
在
五
五
名
が
在
籍
し
、
研
修
生
と
合
同
の
定
期
発

け
ん
ど
ん

表
会
「
能
楽
研
鑽
会
」
に
も
参
加
し
て
相
互
の
交
流
を

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
養
成
研
修
事
業
の
一
環
と
し
て
、
研
修
生
お

よ
び
研
修
修
了
生
が
実
演
経
験
を
積
み
研
錢
機
会
の
充

実
を
図
る
た
め
、
児
童
•
生
徒
等
を
対
象
に
近
隣
の
学

校
に
出
向
い
て
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
一
般
普
及
の

た
め
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化

普
及
活
動
へ
の
参
画
に
努
め
て
い
ま
す
。

今
年
六
月
、
東
京
メ
ト
ロ
「
副
都
心
線
」
の
開
業
に

よ
り
、
新
た
に
国
立
能
楽
堂
の
最
寄
り
駅
の
一
つ
に

「
北
参
道
」
駅
が
加
わ
り
ま
し
た
。
明
治
神
宮
や
新
宿

御
苑
に
近
接
し
た
「
北
参
道
」
駅
は
、
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

セ
プ
ト
を
「
喧
喋
か
ら
の
解
放

x
能
楽
」
と
し
、
能
楽

堂
の
荘
厳
さ
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
黄
金
色
」
を
ス
テ

出
油
機
会
の
促
進
と

普
及
活
動
へ
の
参
画

請
師
は
専
門
の
学
識
者
が
務
め
て
い
ま
す
。

新
人
研
修
は
一
期
六
年
の
う
ち
、
基
礎
研
修
課
程
三

年
を
修
了
す
る
と
研
修
生
は
さ
ら
に
三
年
間
、
専
攻
科

目
を
修
練
す
る
た
め
の
専
門
研
修
課
程
に
進
級
し
、
各

地
の
能
楽
裳
で
舞
台
実
習
や
楽
屋
実
習
も
行
い
ま
す
。

専
門
研
修
諜
程
三
年
の
間
に
能
楽
協
会
に
加
入
を
認
め

ら
れ
た
者
が
研
修
修
了
後
、
能
楽
師
と
し
て
舞
台
出
涼

し
ま
す
。

¥, 
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能
楽
関
係
の
収
集
資
料
は
、
国
立
能
楽
堂
の
開
場
に

と
も
な
い
政
府
か
ら
出
資
さ
れ
た
資
料
、
個
人
か
ら
寄

贈
を
受
け
た
資
料
を
含
み
、
さ
ら
に
能
楽
堂
が
購
入
。

作
成
し
た
も
の
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、

図
書
、
文
献
、
絵
画
、
能
面
、
能
装
束
、
自
主
公
涼
の

記
録
を
中
心
と
し
た
映
像
•
音
声
資
料
、
そ
の
他
博
物

資
料
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
図
書

閲
覧
室
及
び
資
料
展
示
室
で
適
宜
一
般
に
公
開
さ
れ
、

研
究
者
、
能
楽
愛
好
者
、
能
楽
師
な
ど
の
利
用
に
供
さ

れ
て
い
ま
す
。

図
書
・
文
献
は
、
能
楽
関
係
の
研
究
書
、
解
説
書
、

定
期
刊
行
物
、
日
本
文
化
に
関
す
る
書
籍
の
ほ
か
、
各

か
た
つ
け
癸
ヽ
て
つ
け
＊
8

流
の
謡
本
・
型
附
｀
手
附
・
伝
書
等
の
収
集
を
行
っ
て

い
ま
す
。
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(www.ntj.j
ac.
g
o.
j
p
)
か
ら
「
国
立
劇
場
蔵
書
検
索
」

で
、
一
般
の
閲
覧
に
供
し
て
い
る
単
行
本
・
台
本
＇
雑

誌
等
が
検
索
で
き
ま
す
。
国
立
能
楽
堂
の
能
楽
関
係
図

書
資
料
も
、
随
時
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
め
ら
れ
て
い

調
査
研
究
の
情
報
化

お
よ
び
活
用

調
査

ま
す
。
絵
画
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
描
か
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
「
古
能
楽
図
」
「
古
能
狂
言
之
図
」
を
は
じ

め
、
江
戸
時
代
か
ら
近
代
ま
で
に
製
作
さ
れ
た
、
演
能

図
絵
、
能
の
道
具
等
の
解
説
図
な
ど
能
・
狂
言
に
関
す

る
肉
筆
画
。
版
画
を

収
集
し
て
い
ま
す
。

恥
可
゜
じ
5
前

・

男

面
：
女
面
な
ど
典
型

的
な
能
。
狂
言
酉
を

収
集
し
て
い
ま
す
。

な
か
に
は
室
町
時
代

の
作
品
と
推
定
さ
れ

る
貴
重
な
も
の
も
含

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、

代
表
的
な
能
装
束
で

か
ら
お
り
ぬ
い
は
く

あ
る
唐
織
・
縫
箔
を

は
じ
め
尉
謬
。
翫

帯
・
腰
帯
・
狂
言
装

束
な
ど
の
装
束
を
収

集
し
て
い
ま
す
。

能
楽
堂
開
場
以
来

究
ど
‘

www2 
国立能楽

ルアー

ら成り

収

向皿、E~ ] 
慮子の太鼓方を尊攻した研修修了生からのメッセージを

少しご紺介しましょう。 ， 

能楽の世界に入ろうと思った動機は、学生のころ、能楽

サーク）レに入ったのがきっかけて能や狂言を見るようにな

りました。卒業してからも、趣味として続けていましたが、

自分の好きなことを仕事にしたいと思い、一念発起してこ

の世界に入ることに決めました。

能、狂言が上演されるときに、能舞台後方で楽器を演奏

するのが囃子方の仕事です。この仕事の魅力は、楽器の音

色と間、掛け声というとてもシンプルな要素で曲の雰囲気

や情景を表現して、シテやワキ、地謡の方たちと一緒に舞

台を作り上げていくのが魅力であリ、やりがいのあるとこ

ろだと思います。

掛け声は「ヤ」「ハ」「ヨー4'」「イヤー」というたった4

種類だけですが、声の強弱や麗子を変えることによって多

彩な表現ができます。研修中はその掛け声が思うように出

なくてすっと苦労していました。研修に入る前に趣味で習っ

ていて、ある程度の心得はあったつもりですが、それまで

の声の出し方では全然通用しないことを思い知らされまし

た。声置が足リなかったので、大きな声をだそうと思って

ちょっと頑張って声を出すと、詞子はずれの声になったり、

すぐ喉がかれて声が出なくなったりしました。

研修が修了すると、それまであまリお相手する楼会のな

かった万々とも一緒に舞台を勤めることが多くなってきま

す。能の世界では本番前に何度も合わせるということはな

く、原則として「申し合わせ」というリハーサルが 1回あ

るだけです。ですから、相手の方がどう言謡いたいのか、ど

う囃したいのかを瞬時に判断して、謡いやすいようにこち

らが囃していくのが大切なのですが、これがなかなか分か

らずに謡いの流れを壊してしまい、注意されることがよく

あリました。謡をよく理解するのはもちろんのこと、多く

の方と実際にお相手していただいて、舞台の上で教えてい

たたくことがとても貴重な勉強の機会になりました。

能の世界は外にも開かれていて、能楽師の家に生まれな

くても能楽師になることは可能です。しかし、能楽師の家

に生まれて、子供のころから厳しく仕込まれてきた人に比

べると、途中から入った人はそのスタートラインに大きな

開きがあります。このギャップを埋めるのはとても巌しい

ことです。能楽の研修制度は 6年と長いのですが、研修が

終わったからといって一人前ではありません。その後も勉

強はずっと統きます。

お知らせ

公濱記鈴

収蔵脊料

電子図書

舜台芸術数村1

綽台芸術教村2

舜台芸術紋林3

ー
シ
ョ
ン
カ
ラ
ー
に
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
業
前
日
の
「
開
通
前
夜
祭
ー
|
'
幽
玄
な
る
祝
い

ー
」
が
明
治
神
宮
北
参
道
広
場
で
開
偕
さ
れ
、
国
立

能
楽
堂
養
成
研
修
柑
身
の
能
楽
師
た
ち
が
中
心
と
な
り

能
楽
靡
子
を
披
露
し
ま
し
た
。
枠
姿
の
栗
林
祐
輔
（
笛

方
森
田
流
）
、
大
倉
慶
乃
助
（
大
鼓
方
大
倉
流
）
、
田
邊

恭
資
（
小
鼓
方
大
倉
流
）
、
大
川
典
良
（
太
鼓
方
金
春

流
）
の
若
手
能
楽
師
た
ち
で
す
｛
）
演
目
の
「
神
舞
」
と

「
獅
子
」
は
、
い
ず
れ
も
開
通
祝
典
に
相
応
し
い
お
目

出
度
い
曲
で
す
。
ご
来
場
の
五

0
0
人
の
お
客
様
も
荘

厳
な
能
楽
の
世
界
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
様
子
で
し

こ。7
 研

修
修
了
生
の
生
計
は
就
業
後
、
必
ず
し
も
直
ち
に

安
定
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
修
了
後
も

長
期
の
経
験
を
露
ね
な
が
ら
、
役
を
得
る
ご
と
に
一
曲

一
曲
習
得
し
て
い
く
披
会
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
、
国
立
能
楽
堂
で
は
社
団
法
人
能
楽
協

会
の
協
力
を
得
て
、
鋸
年
、
東
京
・
京
都
。
大
阪
の
三

都
市
で
《
能
楽
若
手
研
究
会
》
、
通
称
「
若
手
能
」
公

演
を
実
施
し
、
研
修
修
了
生
も
含
め
た
新
進
能
楽
師
の

出
演
機
会
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
公
演
は
研
修
修

了
後
か
ら
三
〇
歳
代
ま
で
の
、
次
代
を
担
う
能
楽
師
が

出
演
す
る
本
格
的
な
能
・
狂
言
も
含
め
た
番
組
と
な
っ

て
い
ま
す

C

一
方
、
《
東
西
合
同
研
究
発
表
会
》
で
は
日
ご
ろ
交

流
の
な
い
京
京
と
京
都
，
大
阪
の
一
二
者
所
属
の
研
修
生

を
修
了
生
が
助
演
す
る
形
態
で
共
演
し
、
ま
た
能
楽
界

の
全
流
儀
が
集
合
す
る
貴
重
な
機
会
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
ち
ら
は
専
門
研
修
課
程
の
研
修
生
タ
ラ
ス
を
主

*
6
 

な
対
象
と
し
、
番
組
も
多
く
は
舞
囃
子
等
の
略
式
の
奏

演
形
式
に
よ
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
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の
自
主
公
演
の
全
て
に
つ
い
て
録
音
・
録
画
に
よ
る
記
似き

録
が
作
成
さ
れ
、
現
在
で
は
三

0
0
0
本
以
上
に
上
る
麟し

作
品
を
図
書
閲
覧
室
の
視
聴
コ
ー
ナ
ー
で
利
用
す
る
こ
る
に

を

許

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

0

き
た

巾

し
j
 

の
入

斜
〖
心

t

-

]

 

子

の

能
楽
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
全
国
巡
回
履
｀

翡掛

ぱ
るで

本

資
料
展
示
室
で
は
、
能
楽
の
紹
介
・
普
及
を
目
的
と
ぁ
文

泰

の

し
た
展
示
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
収
集
資
料
を
中
心
と
油
謡

作

を

し
た
入
門
展
示
（
能
楽
入
門
・
能
面
入
門
・
能
装
束
入
燻
5

そ

門
・
能
楽
資
料
展
な
ど
）
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
能
、
な

や

ま

＼
の
理
解
を
深
め
る
目
的
の
企
画
的
な
展
示
、
さ
ら
に
扇
む

る

配

お

の

日
本
各
地
に
伝
わ
る
能
楽
の
名
品
を
鑑
賞
す
る
特
別
な
け
手

こ
子

展

示

を

実

施

し

て

い

ま

す

。

釦

咄

附

附
型

手

[

9

8

 

＊
＊
 

* 6浣囃子 主として、鉗事を中心とした部分を奏し、シテー人が赦9!I1呼で縣う s
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能
楽
堂
と
い
う
も
の
は
、
昔
は
ど
こ
も
殿
様
が
持
っ

て
い
た
ん
で
す
。
能
楽
師
も
殿
様
の
お
抱
え
で
、
自
ら

の
稽
古
に
懸
命
に
打
ち
込
む
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
き

た
。
明
治
維
新
後
も
殿
様
は
華
族
と
な
っ
て
能
楽
を
支

援
し
続
け
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
大
戦
後
、
こ
う
し
た
殿

様
の
支
援
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
能
楽
師
の
活
躍
す

る
場
所
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

で
す
か
ら
国
が
、
二
五
年
前
に
国
立
能
楽
堂
を
作
っ

た
時
、
能
楽
師
は
伝
統
文
化
を
守
り
育
て
る
こ
と
に
対

す
る
国
の
気
概
を
感
じ
た
も
の
で
す
。

国
立
能
楽
堂
は
開
場
時
か
ら
後
継
者
養
成
に
熱
心

で
、
私
も
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
ワ
キ
方
の

育
成
は
な
か
な
か
難
し
い
。
研
修
生
と
し
て
入
っ
て
来

る
人
は
二

0
歳
過
ぎ
、
ゼ
ロ
か
ら
教
育
す
る
と
、
ひ
と

通
り
で
き
る
頃
に
は
四

0
歳
過
ぎ
て
し
ま
う
（
笑
）
。

能
の
表
現
は
タ
イ
ム
。
ス
リ
ッ
プ

伝
え
る
こ
と
・
育
て
る
こ
と
の

難
し
さ

ま
た
、
開
場
二
五
周
年
を
記
念
し
て
、
国
立
能
楽
堂

が
開
場
以
来
収
集
し
た
能
面
・
能
装
束
・
絵
画
・
文
献

等
の
能
楽
資
料
と
貴
重
な
寄
託
資
料
な
ど
、
約
―

-
0
0

点
が
全
国
巡
回
す
る
「
国
立
能
楽
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」
が

N
H
K
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
協
力
に
よ
り
全
国

六
会
場
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

能
楽
を
正
し
く
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
は
、
能
楽
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
数
々
の
美
術
品
な
ど
の
文
化
財
を

収
集
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
国
立
能
楽
裳
に
は
約
四

〇
〇
点
に
及
ぶ
能
楽
関
係
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
訳
は
、
能
狂
言
面
約
八

0
点
、
能
狂
言
装

束
約
―
―
―

1
0
点
、
能
楽
器
約
一

0
点
、
絵
画
・
文
献
資

料
約
一

0
0
点
に
及
び
、
日
本
国
内
に
お
け
る
能
楽
の

普
及
・
研
究
の
一
大
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。今

回
の
展
示
は
逸
品
ぞ
ろ
い
で
す
の
で
、
能
楽
を
今

日
ま
で
支
え
て
き
た
日
本
人
独
自
の
芸
術
創
作
力
と
、

能
楽
を
最
高
の
芸
術
に
高
め
る
た
め
に
心
か
ら
能
楽
を

愛
し
た
芸
能
道
具
製
作
者
た
ち
の
熱
意
が
観
る
者
に
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。
文
化
財
の
収
集
だ
け
で
な
く
f
資
料

収
集
を
地
道
に
継
続
し
、
そ
の
調
査
研
究
の
成
果
を
実

演
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
立
能
楽
堂
の
大
き
な
使

命
の
ひ
と
つ
で
す
。

国
立
能
楽
堂
の
能
楽
関
係
資
料
の
中
に
は
他
の
公
的

な
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品
も
あ
り
ま
す
が
、
能
狂

言
面
、
装
束
、
楽
器
、
絵
囲
、
文
献
関
係
資
料
な
ど
を

一
堂
に
展
示
す
る
「
国
立
能
楽
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
能
楽
関
係
資
料
を
所
蔵
す
る

美
術
館
・
博
物
館
が
少
な
く
、
か
つ
展
示
の
機
会
も
少

な
い
こ
と
か
ら
、
全
国
各
地
の
施
設
で
開
催
す
る
機
会

を
得
て
、
多
く
の
方
々
に
国
立
能
楽
堂
所
蔵
の
こ
れ
ら

文
化
財
を
ご
院
い
た
だ
け
る
こ
と
は
ま
こ
と
に
光
栄
な

シ
テ
方
は
舞
う
、
囃
子
方
は
音
を
出
す
と
い
う
そ
れ
ぞ

れ
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
が
、
ワ
キ
方
は
二
時
間
じ
っ

と
座
る
こ
と
が
基
本
で
し
ょ
う
。
最
近
は
椅
子
が
多
く

な
っ
て
、
板
の
間
に
座
る
こ
と
自
体
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
、
今
の
若
い
入
に
は
さ
ら
に
難
し
さ
が
あ

る
で
し
ょ
う
ね
。
ま
ず
は
板
の
間
で
二
時
間
座
る
こ
と

に
耐
え
さ
せ
な
い
と
い
け
な
い
、
プ
シ
殴
っ
て
で
も

（
笑
）
。
そ
れ
に
耐
え
た
人
た
ち
が
残
っ
て
い
る
ん
で
す

ね
。
厳
し
い
世
界
で
す
。

国
立
能
楽
堂
の
能
舞
台
は
、
橋
掛
り
（
舞
台
と
奥
を

結
ぶ
渡
り
廊
下
）
の
角
度
が
大
き
く
、
奥
ま
っ
た
と
こ

ろ
か
ら
長
く
延
び
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
す
ね
。
安
芸

の
宮
島
の
能
舞
台
と
似
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ん
に
と
っ

て
は
角
度
が
あ
り
過
ぎ
る
か
な
…
…
。
我
々
が
奥
か
ら

出
て
来
る
の
が
、
い
つ
ま
で
も
出
て
来
な
い
よ
う
に
見

え
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。
我
々
演
じ
る
側
に

と
っ
て
、
舞
台
で
の
距
離
感
と
い
う
の
は
、
パ
ッ
と
出

た
瞬
間
に
「
長
い
な
」
と
い
う
の
が
分
か
り
ま
す
か

ら
、
あ
そ
こ
ま
で
ど
う
や
っ
て
出
よ
う
か
と
か
、
表
現

の
仕
方
を
工
夫
し
ま
す
。

国
立
能
楽
堂
の
客
席
を
見
渡
し
ま
す
と
、
お
客
さ
ん

が
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
い
る
、
少
し
広
す
ぎ
る
か
な
と
い

う
感
じ
が
し
ま
す
。
で
す
が
我
々
に
と
っ
て
は
、
演
じ

て
い
る
間
お
客
さ
ん
の
こ
と
は
ほ
ぽ
意
識
し
な
い
も
の

で
す
か
ら
、
関
係
な
い
ん
で
す
よ
。
能
の
表
現
方
法

は
、
現
在
抵
界
を
表
現
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
中
世
の

世
界
に
一
度
身
を
置
い
て
、
そ
こ
か
ら
『
古
事
記
』
や

『
源
氏
物
語
』
な
ど
の
枇
界
に
さ
ら
に
入
っ
て
い
く
も

57 文部科学時報 2008.9

《国立能楽堂コレクション展》全国巡回展6展示
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一 術 館 12～言2:心，冒ヒ）

I NIOA美術館 1 20年7月26日（土）

こ立美術館 I 
新潟県立近代美術館 1 

l松叛屋美術誼 I巴言2:;1 ［冒土） 1 

I米沢市上和頓物館 1 ~25!'f.昌胃日~]

こ
と
で
す
。

室
町
か
ら
現
代
ま
で
六

0
0
U

年
に
わ
た
る
歴
史
と
と
も
に
日

本
の
伝
統
美
の
究
極
の
姿
を
集

約
す
る
能
楽
の
幽
玄
と
い
う
言

葉
で
表
現
さ
れ
る
「
能
の
雅
」

と
そ
の
対
極
に
位
置
す
る
「
狂

言
の
妙
」
の
魅
力
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。「

国
立
能
楽
堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
」
は
、
二

0
年
九
月
一
i
一
日
か

ら
一

0
月
―
一
日
ま
で
、
ニ
ー

年
二
月
二
六
日
か
ら
一
二
月
二
九

日
ま
で
、
国
立
能
楽
堂
内
資
料

展
示
室
に
お
い
て
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
な
お
、
こ
の
後
期
中
に
は
、
〈
国
立
能
楽

堂
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〉
を
親
し
み
や
す
く
解
説
す
る
特
別

公
開
講
座
の
開
催
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

：白色尉
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ほうしょう・かん ワキ方下掛宝

生流第12代宗家。 5歳より祖父

（宝生新）・父（宝生弥ー）に師事。

1941年f葵上］て初舞台後、多数
の舞台に出演する。 1991年日本芸

術院裳’.1996年紫綬褒章ほか受裳

多数。 1998年には重要無形文化財

「能ワキ方J保持者となる。日本芸

術院会員。

ワ
キ
方
は
、
チ
ャ
ン
バ
ラ
で
は
た
い
て
い
勝
つ
役
な

ん
で
す
。
『
安
宅
]
の
関
守
（
富
樫
某
）
と
か
『
土
蜘

ひ`
1
J

.3
・
む
し
や

蛛
』
の
独
武
者
と
か
、
動
い
て
活
躍
す
る
曲
も
多
い

ん
で
す
よ
。
私
が
子
ど
も
の
頃
に
親
父
（
宝
生
弥
一

氏
）
に
連
れ
て
行
か
れ
た
の
は
、
『
上
蜘
蛛
』
だ
っ
た

り
『
大
江
山
』
だ
っ
た
り
、
鬼
退
治
物
が
多
か
っ
た
で

す
ね
。
そ
れ
ら
で
必
ず
ワ
キ
方
が
勝
つ
も
の
で
す
か

ら
、
「
ワ
キ
っ
て
か
っ
こ
い
い
」
と
思
っ
ち
ゃ
っ
て

（
笑
）
、
そ
れ
で
引
き
ず
り
込
ま
れ
た
ん
で
す
。
で
も
実

際
に
は
、
板
の
間
で
さ
ん
ざ
ん
座
ら
さ
れ
て
「
こ
ん
な

こ
と
や
ら
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
の
か
」
と
後
悔
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
（
笑
）
。

ワ
キ
は
、
導
入
部
分
で
場
而
設
定
を
語
り
ま
す
。
そ

れ
を
や
ら
な
い
と
能
が
始
ま
ら
な
い
も
の
で
す
か
ら
、

大
事
な
役
割
で
す
。
も
ち
ろ
ん
場
面
設
定
を
語
る
た
め

に
は
、
ワ
キ
は
曲
を
き
ち
ん
と
把
握
し
て
お
か
ね
ば
な

り
に
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
で
も
解
説
に
目
が

い
っ
て
ば
か
り
で
舞
台
を
観
な
い
と
な
る
と
困
り
ま
す

ね
（
笑
）
。
国
立
能
楽
堂
で
は
客
席
に
字
慈
表
示
が
出

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
頼
り
切
る
の
も
良

し
懸
し
で
す
ね
。
自
分
が
本
当
に
舞
台
に
上
が
っ
て
い

る
よ
う
な
感
覚
で
能
を
観
て
く
だ
さ
る
と
、
そ
れ
が
一

番
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
の
殿
様
は
、
曲
を
全
部
知
っ
て

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
か
ら
ね
。

能
の
終
演
後
に
お
客
さ
ん
が
「
拍
手
し
な
い
」
と
い

シ
テ
が
ワ
キ
だ
け
に
観
せ
る
、

そ
れ
が
ワ
キ
の
楽
し
み

の
で
す
。
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
で
す
ね
。
で
す
か
ら
演

者
自
身
は
中
他
の
泄
界
に
い
る
わ
け
で
、
現
代
の
お
客

さ
ん
の
こ
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
く
な
る
ん
で
す
。

も
ち
ろ
ん
お
客
さ
ん
も
、
こ
の
タ
イ
ム
，
ス
リ
ッ
プ

の
世
界
に
浸
っ
て
も
ら
い
た
い
。
郷
台
に
関
し
て
言
え

は
、
真
新
し
い
鯨
台
は
き
れ
い
な
白
木
で
清
々
し
く
で

き
る
良
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
少
し
古
い
舞
台
、

木
自
体
に
色
が
つ
い
て
そ
れ
に
―
つ
の
時
代
を
感
じ
る

よ
う
な
舞
台
の
ほ
う
が
、
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
に
ふ
さ

わ
し
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。
そ
の
点
か
ら
す
る
と
、

国
立
能
楽
堂
は
二
五
年
で
す
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
若
い
で

す
（
笑
）
。

り
ま
せ
ん
。
「
こ
の
場
所
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
」
と

い
う
こ
と
を
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。
状
況
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
三
保
の
松
原
（
『
羽
衣
』
）
を
ち
ゃ
ん

と
思
い
出
し
て
謡
う
と
か
ね
。

ワ
キ
に
は
諸
国
行
脚
・
一
所
不
住
の
俯
の
役
が
数
多

う
の
は
、
夢
の
世
界
の
中
に
入
っ
た
お
客
さ
ん
が
余
韻

を
楽
し
ん
で
い
て
、
全
部
消
え
て
し
ま
う
ま
で
拍
手
で

き
な
い
ん
で
す
。
近
代
削
だ
と
拍
手
は
絶
対
あ
り
ま
す

が
、
能
は
静
か
に
終
わ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
能
を
観
た

後
、
素
敵
な
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
に
浸
っ
て
い
ら
れ
る

の
が
い
い
ん
で
す
。

で
す
か
ら
お
客
さ
ん
は
、
ま
ず
能
楽
堂
に
入
っ
た
時

に
舞
台
を
見
て
、
「
こ
れ
か
ら
何
が
始
ま
る
ん
た
ろ

う
？
」
と
い
う
「
？
」
か
ら
始
め
る
の
が
い
い
と
思
い

9
,

、
あ
り
ま
す
。
旅
僧
は
当
時
か
な
り
の
知
飩
人
で
あ
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
、
例
え
ば
『
井
筒
』
の
場
合
だ
と
背

景
に
あ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
祉
界
と
か
、
今
い
る
在
原

寺
の
縁
起
と
か
、
詠
わ
れ
る
「
風
吹
け
ば
沖
つ
白
波

竜
田
山
夜
半
に
や
君
が
ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん
」
と
い
う

歌
と
か
、
こ
れ
ら
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
い
な
い
と
、
そ

も
そ
も
ワ
キ
を
務
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
ん
で
す
。
言

葉
だ
け
で
な
く
、
物
語
の
背
景
ま
で
気
を
配
る
こ
と

が
、
ワ
キ
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
す
。

場
面
設
定
か
ら
物
語
が
始
ま
っ
て
、
そ
れ
か
ら
後
の

ワ
キ
は
、
シ
テ
が
引
き
起
こ
す
想
像
の
世
界
を
ず
っ
と

舞
台
上
で
観
て
い
ま
す
。
結
局
、
シ
テ
は
お
客
さ
ん
に

観
せ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
全
部
ワ
キ
に
観
せ
て
い

る
ん
で
す
よ
。
脇
座
に
座
っ
て
い
る
と
「
私
だ
け
に
観

せ
て
く
れ
て
い
る
」
と
い
う
楽
し
み
が
あ
る
わ
け
で

す
。
そ
れ
だ
か
ら
二
時
間
も
脇
座
に
座
っ
て
耐
え
て
い

ら
れ
る
と
い
う
か
（
笑
）
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
一
番

ぜ
い
た
く
な
お
客
さ
ん
で
す
ね
。

た
だ
そ
の
楽
し
み
は
、
曲
全
体
や
背
景
を
き
ち
ん
と

ワ
キ
自
身
が
勉
強
し
て
い
な
い
と
、
や
は
り
楽
し
め
な

い
。
楽
し
む
よ
う
に
な
れ
る
ま
で
が
、
本
当
に
大
変
な

ん
で
す
。

曲
が
充
実
し
て
く
る
と
、
お
客
さ
ん
は
自
分
が
舞
台

に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、
一
緒
に
タ
イ
ム
・
ス
リ
ッ
プ
し

た
よ
う
な
惑
覚
に
な
る
と
思
う
ん
で
す
ね

C

そ
の
た
め

に
は
お
客
さ
ん
が
あ
る
程
度
曲
を
把
担
し
て
観
た
ほ
う

が
良
い
の
で
す
が
、
能
は
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
が

多
々
あ
る
の
で
、
特
に
初
め
て
観
る
物
語
は
解
説
を
頼

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
場
而
設
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
翌

場
人
物
が
出
て
き
て
タ
イ
ム
。
ス
リ
ッ
プ
が
始
ま
る
。

「
何
が
始
ま
る
ん
だ
ろ
う
？
」
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
、
在
原
寺
や
野
宮
へ
自
然
と
誘
わ
れ
る
。
連
れ
て
行

っ
て
く
れ
る
ん
で
す
。

離
見
の
見
ー
ー
見
つ
め
る
心
を

現
在
、
教
科
書
に
は
能
の
扱
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国

が
教
育
の
点
か
ら
伝
統
文
化
を
し
っ
か
り
支
え
て
く
れ

れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
て
、
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
な
か
な
か
昔
の
よ
う
に
は

…
…
。
先
生
方
が
能
を
知
ら
な
い
こ
と
も
多
く
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
学
校
の
先
生
方
が
、
批
界
遣
産
に
な
る
よ

う
な
日
本
の
古
典
文
化
を
勉
強
し
て
い
た
だ
い
て
、
そ

れ
を
生
徒
さ
ん
に
ひ
も
解
い
て
く
だ
さ
る
と
、
生
徒
さ

ん
も
能
に
親
し
め
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
能
は
礼
儀
作
法
が
多
い
の
で
、
そ
れ
ら
は
活

き
た
教
材
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
今
、
少
し
礼
儀
作
法

の
乱
れ
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す
ね
。
礼

儀
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
「
人
を
愛
せ
る
・
許
せ
る
」
心

が
養
わ
れ
る
こ
と
。
先
生
方
が
日
本
の
文
化
に
お
子
さ

ん
を
誘
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
、
自
然
と
そ
う
い
う
心
が
養

わ
れ
、
お
子
さ
ん
た
ち
か
ら
意
地
悪
•
い
じ
め
が
な
く

な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
代
は
何
で
も
先
へ
先
へ
と
い
う
風
潮
。
そ
う
で
は

な
く
、
も
う
少
し
引
い
て
「
見
つ
め
る
」
見
方
を
す
る

べ
き
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
世
阿
弥
に
「
離
見
の

見
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
う
ち
か

ら
、
少
し
離
れ
て
自
分
を
客
観
的
に
見
つ
め
直
す
目
を

育
て
て
い
く
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

能
は
「
？
」
か
ら
観
始
め
る
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九

月

来
年
三
月
は
、
国
立
能
楽
堂
二
五
周
年
と
国
立
劇
場

お
き
な
わ
の
開
場
五
周
年
を
記
念
し
た
〈
能
と
組
踊
〉

の
特
別
企
画
公
演
で
す
。
組
踊
は
琉
球
王
朝
の
式
楽

て
、
能
の
影
饗
が
濃
い
芸
能
で
す
が
、
能
「
芦
刈
」
を

翻
案
し
た
組
踊
「
花
売
の
縁
」
と
、
能
「
阻
田
川
」
に

取
材
し
た
組
踊
「
女
物
狂
」
を
上
演
し
ま
す
。

ま
た
、
国
立
劇
場
お
き
な
わ
に
お
い
て
も
、
来
年
ニ

月
七
日
（
土
）
と
八
日
（
日
）
の
二
日
間
、
沖
縄
伝
統

芸
能
の
源
流
と
広
が
り
を
知
る
〈
能
と
組
踊
〉
の
比
較

公
演
が
実
施
さ
れ
、
本
土
の
伝
統
芸
能
の
本
格
的
な
公

開
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

7レイパ＼、パ7 開場記念公演（昭和 58年）

昭和 58年9月 15曰、国立能楽堂開場記念弁典が挙行され、吾多実、領世元正、

宝生英雄によって「弓矢立合」が舞われました。翌 16日より 18日までは 3日

筒とも翁付脇詣脇狂言祝言能他から構成され、「翁」には前記の三者が順次

出演、それぞれ〈狂言風流）が続きました。また、初日の脇能「絵馬」にはワキ

の〈開0）が付き宝生弥ーが開場の祝福を評い奈した。この（狂言風流〉や〈開

ロ）は江戸時代には天皇家、将萱家、本願寺などの特別な霰事にしか出なかっ

たものを、近年では珍しく、国立能楽裳が上演したものです。さらに翌還、日賀

寿能が3日間催されていずれも大曲が上演され翌10月からは合日まで、毎月

および年間の定期的な公演が上演されることとなリます。

今
年
度
は
、
国
立
能
楽
堂
開
場
一
ー
五
周
年
記
念
公
演

が
、
開
揚
月
で
あ
る
九
月
公
横
を
す
べ
て
開
場
記
念
公

演
と
す
る
ほ
か
、
新
作
能
「
夢
浮
橋
」
再
演
等
に
よ
る

〈
源
氏
物
語
千
年
紀
〉
、
国
立
劇
場
お
き
な
わ
開
場
五
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
〈
能
と
組
踊
〉
、
養
成
研

修
出
身
の
三
役
に
大
曲
を
充
て
る
特
別
研
鑽
公
演
等
の

開
場
記
念
特
別
企
画
公
演
な
ど
、
開
楊
記
念
五
公
演
、

開
場
記
念
特
別
企
画
六
公
派
の
あ
わ
せ
て
一
ー
公
演
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
月
の
記
念
公
演
は
、
以
下
の
番
組
で
五
日
間
が
梱

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

話
初
日
天
下
泰
平
を
祈
る
「
翁
」
付
き
脇
能
「
絵

馬
」
・
脇
狂
言
「
末
広
か
り
」
が
観
世
清
和
、
観
世

銃
之
丞
、
野
村
萬
等
に
よ
り
上
演
さ
れ
ま
す
。
こ
の

統
け
て
の
上
演
は
昭
和
五
八
年
の
開
場
以
来
の
こ
と

で
す
。
満
開
の
桜
の
清
水
寺
を
舞
台
に
平
宗
盛
に
仕

え
る
女
の
悲
哀
を
描
く
能
「
湯
谷
」
の
上
演
と
あ
わ

せ
て
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

塁
二
曰
目
建
礼
門
院
が
寂
光
院
で
壇
ノ
浦
の
合
戦
の

無
常
を
語
る
能
の
大
曲
「
大
原
御
幸
」
と
金
剛
流
の

み
に
伝
わ
る
風
流
能
「
泰
山
府
君
一
を
上
演
し
ま
す
。

琶
二
日
目
九
月
一
五
日
は
本
来
の
開
場
記
念
日
に
あ

た
り
、
脇
能
「
高
砂
」
を
〈
翁
ナ
‘
ン
〉
で
上
演
し
ま

す
。
〈
翁
ナ
シ
〉
は
本
来
「
翁
」
を
上
演
す
べ
き
香

こ
が
さ

組
で
省
略
す
る
と
き
に
行
わ
れ
る
小
書
（
特
殊
演

出
）
で
、
ワ
キ
方
の
宝
生
閑
が
舞
台
正
先
で
翁
の
礼

を
す
る
と
い
う
、
上
演
頻
度
の
極
め
て
ま
れ
な
演
出

で
す
。
義
経
と
静
御
前
の
別
れ
｀
｀
平
．
姐
盛
の
怨
盪
の

執
心
を
描
く
「
舟
弁
慶
」
の
上
演
と
あ
わ
せ
て
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
一
―
月
二
八
日
（
金
）
に
は
、
狂

言
の
大
曲
「
花
子
」
（
山
本
東
次
郎
）
と
東
京
•
関
西

の
名
手
が
一
二
人
（
大
槻
文
蔵
・
梅
若
六
郎
。
観
抵
鍍
之

丞
）
で
舞
う
稀
曲
の
能
「
三
笑
」
の
上
演
が
あ
り
ま

す
。
一
―
―
月
一
0
日
（
水
）
に
は
、
国
立
能
楽
堂
養
成

研
修
の
修
了
生
を
中
心
に
し
た
特
別
研
銀
公
演
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
第
一
部
は
舞
囃
子
「
郎
廊
」
と
大
曲
の
能

一
望
月
」
の
上
演
で
観
世
清
和
を
シ
テ
に
迎
え
、
三
役

（
ワ
キ
・
囃
子
・
ア
イ
）
に
研
修
修
了
生
を
配
し
ま

す
。
第
二
部
は
修
了
生
を
シ
テ
（
主
役
）
に
し
た
番
組

で
、
藝
呂
「
鶏
聟
」
と
、
．
狂
言
の
大
曲
「
釣
狐
」
に
挑

み
ま
す
。

＂
＾
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開場 25周年記念公演

ぶ＇’,I位，I門， 1 ，I'1IIilll『'l\’llllt91ー計~

口(1日目）狂言「蝉J、能「野宮」 1野村萬斎、盤嶋三干春ほか I 20年10月22日（水） 6時 1

(2日目）狂言「鬼ヶ宿J、能「夢浮橋JI茂山千三郎、梅若六郎ほか |20年10月23日（木） 6時I
〈21年3月〉開場25周年。国立劇場おきなわ開場 5周年記歪＂吋―企画公演〈能と組踊〉

(1日目）経踊「花売の縁」、能「芦刈」 1瀬底正憲、観世銀之丞ほ竺」 21年3月28日（土） 5時

(2日目）経踊「女物狂」、能「隅田川］宮城能鳳坂井音重ほか |21年3月29日（日） 1時

祖
四
日
目
人
間
国
宝
，
野
村
万
作
に
よ
る
狂
言
「
J
l
I

上
」
と
友
枝
昭
世
の
能
一
・
三
輪
」
を
上
演
の
ま
れ
な

〈
神
遊
〉
の
小
書
で
上
演
し
ま
す
。

認
五
日
目
八
八
歳
の
人
間
国
宝
°
茂
山
千
作
の
「
福

の
神
」
に
始
ま
り
、
和
泉
流
の
大
曲
「
武
悪
」
、
そ

し
て
国
立
能
楽
堂
初
の
上
演
と
な
る
「
唐
相
撲
」
の

上
演
で
す
。
「
唐
相
撲
」
は
唐
の
国
で
日
本
人
の
相

撲
取
り
が
活
躍
す
る
総
勢
四
0
名
を
超
え
る
狂
言
の

大
曲
に
し
て
稀
曲
で
す
。

1
0
月
は
、
特
別
企
画
公
演
と
し
て
、
今
年
の
〈
源

氏
物
語
千
年
紀
〉
を
記
念
す
る
公
演
で
す
。
紫
式
部
日

記
に
源
氏
物
語
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
よ
り
ち
ょ
う
ど

1
0
0
0
年
に
あ
た
り
、
国
立
能
楽
堂
制
作
の
瀬
戸
内

寂
聴
作
＇
梅
若
六
郎
の
新
作
能
『
夢
浮
橋
」
を
は
じ
め

能
，
狂
言
と
も
に
、
源
氏
物
語
に
問
わ
る
作
品
を
上
演

し
ま
す
。
ま
た
‘
1
0
月
一
四
日
（
火
）
に
特
別
公
関

な

講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
能
の
中
の
源
氏
物
語
を
テ
ー
し

マ
に
、
瀬
戸
内
寂
聴
師
の
お
話
と
俳
優
の
榎
木
孝
明
の
止

い
（
一
．
か
ん
＊
9

朗
読
、
そ
れ
に
藤
田
六
郎
兵
衛
の
一
管
の
涼
奏
が
予
定
閲る

さ

れ

て

い

ま

す

°

じ

祇

な
お
、
一
ー
月
一
五
日
（
土
）
に
は
宇
治
市
文
化
セ
店

~
9
>タ
ー
（
京
都
府
）
に
お
い
て
、
能
「
夢
浮
橋
一
が
宇
疇

治
市
紫
式
部
文
学
賞
。
市
民
文
化
賞
記
念
イ
ベ
ン
ト
管

〈
源
氏
物
語
千
年
紀
〉
で
上
渉
さ
れ
ま
す
。
＂

年
記

ì  ̀

瘤
ノ≫ヽ
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表紙絵紹介

東京国立近代美循館
住所：東京都千代田区北の丸公園3-1

電話： 03-5777-8600（ハローダイヤル）

URL:http://www.momat.go.jp/ 

◇アクセス：東京メトロ東西線竹橋1b出口より

徒歩3分

◇開館時間： 10:00から 17:00 

金曜日は20:00まで

（入館は閉館30分前まで）

◇休館日：月曜日（ただし祝日または振替休日

に当たる場合は開館し、翌日休館）、年末年

始および展示替期間（詳細はHPをご覧くだ

さい）

「かぽちゃの花」
♦北脇昇（きたわき・のぼる 1901~1951年）筆

1934年（昭和9) •ilII彩・キャンバス● 65.0cmx90.7cm

画面の前面を大きな4輪のかほちゃの花が占めている。花びらは反り返ったり丸まった

りして、のたうつ緑の葉とともに、まるで不思議な生物のように見える。右手奥には人家

の屋根が、かぽちゃと柵越しに小さく見える。北脇昇は京都に生まれ、属手采蓋謡、薙産

紺筐らに学んだ。 1936年より独立美術協会などに出品した。この作品は、普通なら見過

ごしてしまうような日常の片隅の光景を厚塗りの絵具で描く、という彼の初期作品の特徴

をよく表している。この3年後、北脇は、当時フランスから日本にもたらされた美術思潮

であるシュルレアリスムに傾倒し、大きく画風を変える。シュルレアリスムは、日常の中

に非日常的・非合理的な世界への扉を見出すことを主眼とする。シュルレアリスムとの出

会いに先立つこの作品も、よく見れば、かほちゃの花を手前に置いて巨大化することで異

様な姿に変え、また人家を遠くに置いて小さくすることで花と人家の大小の関係を逆転さ

せるなど、すでに日常の中にひそむ非日常を掘り起こす、という視点が明らかなのがおも

しろい。 ・ （美術課長蔵屋美香）

編
集
後
記

（梶）

今
号
で
紹
介
し
た
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ラ
ボ
．
l
i
l
上

高
地
」
は
、
女
子
中
高
生
が
対
象
で
し
た
が
実
は

参
加
者
の
中
に
一
人
だ
け
、
小
学
生
の
男
の
子
が

い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
お
姉
さ
ん
に
連
れ
ら
れ

て
、
た
だ
単
に
つ
い
て
き
た
だ
け
だ
と
思
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
い
や
い
や
な
ん
の
そ
の
。
参
加
し

た
中
高
生
の
お
姉
さ
ん
た
ち
に
負
け
ず
劣
ら
ず
の

知
識
で
、
観
察
に
も
興
味
津
々
。
こ
ん
な
小
学
生

も
い
る
の
か
と
驚
か
さ
れ
た
取
材
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
男
の
子
、
将
来
の
科
学
界
の
ス
ー
パ
ー

ス
タ
ー
か
も
P
~

次号(IO月号）予告

一教育振興基本計画

一大学等の「履修証明
制度」が創設されました

i:,1,',1,9,'.,.,9,9,;~,;~~':

99,9;;:~~~~9,9,11/ 「
わ
が
ま
ち
の
教
育
遺
産
」
（
三
六
頁
）
で
ご
紹

介
し
た
橋
本
左
内
。
自
ら
を
律
す
る
た
め
に
『
啓

発
録
』
を
著
し
た
の
が
弱
冠
一
五
歳
の
こ
ろ
。
驚

き
で
す
。
一
五
歳
と
言
え
ば
盗
ん
だ
バ
イ
ク
で
走

り
出
す
時
期
。
さ
す
が
左
内
、
二
六
年
の
生
涯
を

激
し
く
駆
け
た
傑
物
は
違
う
も
の
で
す
な
あ
。

左
内
の
よ
う
な
大
人
物
か
ら
地
元
し
か
知
ら
な

い
遺
産
ま
で
、
「
わ
が
ま
ち
の
教
育
遺
産
」
は
全

国
各
地
の
教
育
遺
産
を
ご
紹
介
。
地
域
の
学
び
の

源
を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
お
近
く
に
も
必
ず
あ
る
教
育
遺
産
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
編
集
部
ま
で
ご
推
薦
を
。
（
松
）

学びのある風景

シニアの好奇心

「弘前大学シニアカレッジ」
三内丸山遺跡

［お詫びl
本誌8月号第1特梨「北京オリンピック、始まる」中、 12~13ベージに掲載された

五輪卓球代表選手の写真につきまして、写真提供者の表示が欠けておりました。当

写真は、株式会社卓球王国発行の雑誌「卓球王国』よりご提供いただいたものでした。

関係者の皆様に心よりお詫ぴ申し上げます。
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URL http://www.gyosei.co.jp 
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